
【記入例】 

（備考） 
１．適用する学則の条項を記入すること。 
２．用紙の大きさは、日本産業規格（JIS）Ａ４縦型とすること。 

早期修了に関する理由書 

 
            20XX 年 X 月 X 日 

 
コース長／専攻長 殿 
 

主任指導教員 
氏名 ○○ ○○    

出願者 
氏名 ○○ ○○ 

（学籍番号）○○○○ 
 
○○ ○○については、学則第 37 条第 1 項ただし書に規定する研究業績を上げているこ

とを下記のとおり説明いたします。 
 

記 
 
理由 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
 
                                          
予備審査委員会の審議結果［20XX 年 X 月 X 日］ 
 
【以下は予備審査委員会終了後、予備審査委員会主査が記入する。】 
 
（例）予備審査委員会は、上記説明書について審議した結果、〇〇〇〇が優れた研究業績を

上げたため、学則第 37 条第 1 項ただし書き（または学則第 37 条第 2 項ただし書き／学則

第 39 条ただし書き）を適用することが適当と結論づけた。 
 
※ 予備審査を実施していないコースは、コース委員会において審議を行う。その場合は、

上記の「予備審査委員会の審議結果」を「コース委員会の審議結果」に修正して、審議結果

を記入すること。 
 
 
 
 
 
 
 



参考：総合研究大学院大学学則（抜粋） 
 
（後期３年の課程の修了の要件） 
第 37 条 先端学術院の後期３年の課程の修了の要件は、先端学術院に３年以上在学し、先

端学術院の規則に定める授業科目について所定の単位数以上を修得し、かつ、必要な研究指

導を受けた上、博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし、在学期間に関して

は、優れた研究業績を上げた者については、他の大学の大学院の修士課程又は博士課程の前

期２年の課程における在学期間（その課程に２年以上在学し、当該課程を修了した者であつ

ては、当該課程における在学期間で２年を限度とする。）を通算して３年以上在学すれば足

りるものとする。 
２ 前項の規定にかかわらず、第 25 条第１項第２号、第３号、第４号又は第５号の規定に

より、本学への入学資格に関し修士の学位若しくは専門職学位を有する者と同等以上の学

力があると認められた者又は専門職学位課程を修了した者が、本学に入学した場合の先端

学術院の修了の要件は、先端学術院に３年（法科大学院の課程を修了した者にあつては２年）

以上在学し、先端学術院の規則に定める授業科目について所定の単位数以上を修得し、かつ、

必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし、在学

期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、１年（標準修業年限が１年以上２

年未満の専門職学位課程を修了した者にあつては、３年から当該１年以上２年未満の期間

を減じた期間）以上在学すれば足りるものとする。 
 
（５年の課程の修了の要件） 
第 39 条 先端学術院の５年の課程の修了の要件は、先端学術院に５年以上（医学履修者に

ついては４年以上）在学し、先端学術院の規則に定める授業科目について所定の単位数以上

を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び試験に合格することとす

る。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、研究科に３年以

上在学すれば足りるものとする。 
 


